Building up a Database of the Historical Documents in the Library and Developing a Web-Based System for Posting It on the Internet : Digital Cataloging, Preservation, and Opening to the Public on the Internet of the Kojima Family's Ancient Documents Deposited to the Library by 田中, 美智子 et al.
福 井 大学 工 学部 研 究 報 告 第51巻 第2号2003年9月
Mem.Fac.Eng.FukuiUnix・..Vol.51,No.2(September2003) 163
図書館 にお け る史料 のデー タベー ス化 とイ ンタネ ヅ トに よる公 開の試 み
一寄託文書(小 島家文書)の 記録 ・保存 ・公開一
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 All the ancient documents of the Kojima family are currently in the care of the Fukui University 
Library. With the depositor's permission we have developed a web-based retrieval system of the 
digitized images of these valuable historical documents. The available print catalogs of the 
documents have been reedited in the form of an Excel file, and the original documents, 
hand-written i  old Japanese characters, have been microfilmed and then imaged into digital 
pictures. In this paper we have devoted to a detailed escription of the database we built up and the 
web-based retrieval system for using it on the Internet. We have also discussed the significance of 
our project. The system started working in April 2003 and there have been more than three hundred 
accesses to this database inthe last four months.
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1.は じめ に
Ancient Documents,
福井大学附属図書館には,寄託文書であるが,小
島家文書 とい う原史料がある.小島家は,江戸時代,
越前国坂井郡野中村(現 在の福井県坂井郡)に あっ
て,名字帯刀乗鞍御免の家格 として代々野中組の組
頭.・大庄屋をつとめていた家柄で,現 在まで至って
いる家系である.こ の文書は,坂井郡の一地方の史
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料で あるが,約6,000点とい うま とまった文 書が残
されてお り,地 方史は い うに及 ばず 日本近世 史の研
究 に とって もきわ めて価値 の高い もの である と言わ
れてい る.
福井大学附属図書館 では,こ の小 島家文書 を,寄
託者 の了解の下,2002年度 の学長裁量経費配 分 を受
けて,図 書館 情報 システ ムの一貫 としてデー タベー
ス化 し,同 時にWorldWideWeb(www,Web)を利
用 した検索システム を開発 した.こ のシステムは福
井大学附属図書館 のホー ムペー ジに リンクを張って,
2003年4月か ら公 開 し,学 内外 の研究者 の利 用に供
してい る.本 論文は,小 島家 文書 のシステム化(目
録デー タベー スの作成,マ イ.クロフ ィル ムに よる保
存,デ ィジタル画像 ファイル に よる記録,検 索 シス
テ ムの開発)の 経験 をま とめ,今 後の図書館 情報 シ
ステ ムさ らには学術情報 システムの在 り方の検討 に
資す るた め,本システ ムを紹介 す るのが 目的であ る.
ノ
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アーカイブズ(archives公記録(古文書・公文書))
を構築 してい くことは大学図書館の重要な任務であ
る.そ の一つに,先 人達が残 して くれた史料を保存
して,後 世(未 来)に 伝 える仕事がある.IT時 代
のなかでどのようにそれを実現 していくかとい うの
は大学図書館に課せ られた重要課題である.さ らに
社会的には,「大学が有する貴重資料(古 文書等)
や研究成果(研 究紀要等)等 を電子化 ・データベー
ス化し,イ ンタネッ ト上で広 く公開するシステムを
構築す ることによ り,大学か ら国民への学術情報の
発信機能を強化する.」田 ことが求められ,大 学 と
地域 との連携が問われている.保存 と公開(利 用)
は不可分であり,史料の利用 しやすい状態を生み出
す ことこそ,適 切な保存であり史料を広く利用に供
することにもなる【2】.このような背景の中で,小島家
文書のシステム化計画を立案 し,実施 してきた.こ
のようなシステムは全国的に初めてとい うわけでは
ないが,福 井大学図書館 としては初めての経験で,
今後の福井大学における学術情報システムやIT化
方針に大きな影響を与える可能性があるため,プ ロ
ジェク トチームを立ち上げて取 り組んできた.
第2章 では,デ ータベース化の対象 とした小島
家文書の特徴,シ ステム化の意義 と方針,デ ータベ
ース作成に当たっての標準化方針 とその作業過程
について説明する.作成 したデータの概要について
も簡単にまとめる.第3章 では,Webべ一スの小島
家文書検索システムの設計方針 と概要,実 装上の課
題,シ ステムの機能,シ ステムの利用法について説
明する.第4章 はこのシステム開発の意義の考察に
あて,公 開後の利用状況についてもふれた.第5章
はまとめと今後の展望である.
2.小 島家文書のシステム化
2.1小島家文書の概要 と小島家の許諾
小島家文書は大庄屋の古文書であ り,質量 ともに
越前嶺北地方屈指の文書群である[3】.文書は,貢 租
関係のものが大多数を占め,年 を追っての調査研究
が可能なものも含まれている.そのほか,財政関係,
治水関係,争 論,廻 米輸送関係,地 割関係 から日常
生活関係までさまざまな史料が網羅されている.
この小島家文書は,当初福井大学附属図書館 と三
国郷土資料館の二館 にわかれて寄託保管されていた.
しかしながら,2000年度で三国郷土資料館への寄託契
約が切れるのを機に,寄託者から小島家文書の管理 ・
保管 ・利用の面で一か所に集めたいとの意向が示され
た.これを受けて本学附属図書館 に全点が寄託され,
一括管理をまかされた.
本学への小島家文書の寄託は,おおむね次の3期
に分けられる.
第1期
第2期
第3期
昭和47年4月 約4千 点の寄託
昭和51年8月,約1,500点の追加 寄託
2001年1月,寄託者 の意 向により,三国
郷 土資 料館から変更 寄託
この間,数度にわたり追加寄託(数10点)があり,その都
度冊子体で 目録を作成し発行している.第1期は分類
目録[4]を,第2期は年代順の新訂増補版 目録[5]を作成し
た.そして,数度にわたる追加寄託の文書にっいては,
三国郷土資料館〔61を含めて,それぞれ文書一覧を作成
した.これらは,それぞれに異なった目録形態となって
いる.
小島家文書のデータベースを構築するにはまず寄
託者である小島家の許諾が必要である.小島家文書
寄託 ・保管契約書に基づいて 「許諾書」を取得 した.
その概要は,次 のとお りである.
小島家許諾書の概要
(1)目録の公開
小島家文書全点をネッ ト上で公開する(制限は
しない).
(2)複写史料名
小島家文書 全点.
(3)複写 目的
記録 ・保存 と利用に供するため.
(4)複写形態
・マイクロフィルムおよびディジタル画像.
・マイクロフィルムから紙焼複製本を作成する.
(5)利用方法
・小島家文書寄託 ・保管契約書 第4条 による.
・マイクロフィルムは,附属図書館内で利用者に
マイクロリーダーで閲覧させる.
・画像はインタネ ッ ト上で公開する.
(6)閲覧条件
・学内利用者は自由に閲覧できる.
・学外者 は附属図書館館長の許可を得たもののみ
パスワー ドを発行 し,閲覧 させる
2.2システ ム化 の意 義 と方針
史料 管理 学で は,記 録 ・保存 ・公 開が三位一 体の
もの として取 り扱 われ る.古 文書(小 島家文書)の
記録(目 録)作 成,お よびマ イクロフィル ム化 され
た ものを さらにびデ ィジタル化 して保存 ・利用す る
意義 と して は,次 の事項 がある.
D目 録(寄託時期 に よ り分類 目録,年 代 目録 と分 か
れてい る)の統 合 ・再編集 をお こない,機 械 検 索
が効率的 にでき るよ うにす るた め,史 料へ のア
クセス が格段 に向上す る.
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2)マイクロフィルムは紙媒体のように劣化す るこ
とがないため、記録史料の文化遺産 として永続的
に保存 ・利用ができる.
3)非常に傷っきやすい貴重資料をマイクロ化する
ことにより原史料 をいためることなく誰で も手
軽に閲覧することができる.
4)ネッ トワークで公開することにより、全国の研
究者が本学図書館に出向いて閲覧 しなければな
らなかったことが解消 される.
5)電子図書館的機能の一端を担 うことができる.
このように有意義な記録 ・保存 ・公開を実現する
ため,小 島家文書のシステム化を次の様な方針 と手
順で行った.
1)資料の 目録データ項 目を決定 し,標準化 した目
録データを整理する.
2)すべての 目録デー タを年代順 に整理す る.
3)整理 した 目録 をも とに,目 録デー タを入力す る.
(入力 には,マ イ クロソフ ト社 のExcelを使 う.)
4)原史料 をマイ ク ロフィル ム化す る.
5)マイ クロフィル ムか らデ ィジ タル画像 を作成 し,
JPEG形式の ファイル にす る.
6)Webべ一スの 目録検索 システムを作成する.
7)目録検索 システムで,検 索 した 目録デー タ画面か
ら原史料のデ ィジタル画像 ファイルヘ リンクす る.
8)ディジタル画像を閲覧す る ときには,ユ ーザ認証
を行 う.
9)小島家文書の ホー ムペー ジを作成 し,小 島家文
書 をイ ンタネ ッ トで公 開す る.
以上の方針概要 をブ ロ ックダイア グラム として,
図1に 示 す.
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図1小 島家文書のシステム化方針の概要
2.3システ ム化 の ポイ ン ト
2.3.1目録デ ータ作成
データ作成においては,冊子体 目録 がそれぞれ作成
された時期 により異 なっていたため,どのような形 式で
,入力するかの検討 が必要であった.デ ータ抽 出が容易
であり,扱いやすいマイクロソフト社のExcelを用いて入
力 することとした.入 力項 目はデ ー タベ ース の基 礎 と
な るため,現 在残 されて いる冊子体 目録や史料一覧
か ら知 り得 る情報を最大限に利用 して,次 の項 目を
入力す る.詳 細 は第3章 で述べ る.
1)分類 ・・・・… 日本近世史料 の分類
2)類別番号 ・・… 分類の通 し番号
3)登録番号 ・・… 全史料 を整理 した通 し番 号
4)標題,内 容 ・… 文書 中の句 を採用
5)差出人(作 成者),宛 人
6)和暦,西 暦 ・… 西暦 は付加 した
7)形態 ・・・・… 紙,長 帳,横 帳,袋 入 等 々
8)数量 ・・・・… 古文書 の点数
9)備考
10)マイ クロフィル ム番 号(リ ール番号)
11)画像数
12)キーワー ド ・… キー ワー ドは付加 した
10)のマイク ロフ イル ム番号 は,マイ クロフイル ム作
成 時に付 けるフィル ム番 号で,デ ィジタル画像デー
タの番号 と一致 してい る.目 録デー タベー スか ら画
像デ ータベー スへ の リンク(ポ イ ンタ)の 役割 を担
っている.11)の画像数 は,1つ の資料 が何枚 の画像
に分割 されてい るか示 してい る.7)の形態 によって
は,何 枚 かの画像 に分割 したか らで ある.
すべ ての資料 について以上 の項 目を抜 き出 し,整
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理 して,目 録データを作成 した.
2.3.2マイクロフィル ム化
文書は,整理された順に登録番号が付与され,一件
毎に整理袋に入れられている.紐で一括されていたも
の,あるいは袋に納められていたものは,一件一登録番
号としている.このため一っの整理袋の中には数点から
数百点までの文書が収められていることもある.マイクロ
フィルムの撮影は,登録番号順とし,登録番号をフィル
ムの右下隅に入れる.原則として登録番号=フィルム右
下の番号とする.一つの整理袋に複数点入っている場
合は,登録番号の後に枝番号をつける.また,マイクロ
フィルムのリー ル毎の通し番号をフィルム下中央に入れ
ることとした.これらの番号付けは,デジタル画像化をす
る場合に,目録との間にリンクを張って,連携をとる基準
となるものである.
マイクロフィルムを作成する上では,これを元に作成
するディジタル画 像とリンクさせる方法 を決めるの が第
一 の課題 であった.紐で一 括してくくられ ているものや
袋 にまとめて入れられているものは全 て 目録 がとってあ
るわけでなく,重要と思われるものについてのみ 目録 を
作成 している.このためディジタル画 像すべてにそれぞ
れ 目録か らリンクを張ることは不可能 である.そのため,、
文書 の標 題 となるものや,袋 の標 題 となるもの に枝 番
「0」を付与 し,「0」の項 目の 目録 に,その整理袋 に内包
されているすべての画像 をリンクさせる.マイクロフィル
ムの番号 は,すべてこの様な方針で付 けた.
図2は,こ のマイ クロフィル ムの構 成 である.
作成 したデー タ件数,マイ クロフ ィル ムの コマ数は,
次の通 りであ る.
目録の総 デー タ件数6,196件
マイ ク ロフ ィル ム総 コマ数53 ,383出マ
(103リーノレ)
は じ め
リー ノレno.1
福井大学附属図書館
小島家文書 原
1
本
1
原 本
22-0
原 本
32-1
原 本 原 本 原 本 原 本
5005-5
お わ り
リ.___ノレno.1
福井大学附属図書館
図2マ イ クロフィル ムの構成
2.3.3ディジ タル 画像化
作成 され たすべ てのマイ クロフィル ム画像 か ら,
JPEG形式のデ ィジタル画像 フ ァイル とTIFF形式 の
もの とを作成 した.マ イク ロフィル ム1コ マ がそれ
ぞれ の1画 像 ファイル であ る.デ ィジタル化 して得
・るJPEGファイル は,1画 像 当た り824×532ピクセ
ルで ある.TIFF形式 の画像 ファイルは、文書 デー タ
の記録 ・保存用 の画像 デー タと して作成 した もので,
JPEG画像 の8×8倍 のサイズの画像 として作成 した.
1画像 の容 量は,JPEGが 約40～50KBytes,TIFF
が約100～120Kbytesで,全ファイル の容量 は,JPEG
が約2.4GBytes,TIFFが約6GBytesとな った.シ ス
テ ムで公 開 している画像デー タはJPEGフ ァイル の
み である.小 島家 文書 を著書や論 文な どに掲載す る
場合 は,寄 託 者 の許 諾 を得 る こ とに なって お り,
TIFFファイル は公 開 してい ない.
作成 されたデ ィジ タル画像 フ ァイルはマイ クロフ
ィル ム コマ数 と同 じ53,383枚で,CD-ROM13枚に収
めてい る.た だ し,戸 籍等プ ライバ シーに関す るも
のの一部 は画像 を リンク しない こ とと したため,公
開 した画像数 は,52,889である.
画像デー タベー ス としては,こ れ らのJPEGフ ァ
イル を,目 録 に合せ て階層化 したデ ィレク トリに配
置 した.目 録デー タベー スの該 当項 目か ら,こ の階
層 的デ ィ レク トリ構造 の画像 ブァイル に リンクを張
るこ とによ り,検 索 システ ムか ら容 易に原 史料の画
像 デー タにた ど り着 けるよ うに した.
2.3.4デー タの表記
文書 の性質上,旧字,当て字等 が混在 してい るが,
で きるだけ 目録 の表記 どお りの入力 を した.し か し
検 索す る ときには,利 用者 が この よ うな ことを意識
す るこ とな く検 索でき るよ うにす る方針 とした.例
えば,次 の よ うな字 体は,旧 字や 当て字 であ ること
を意識 しな くて も検 索で きる.
国e國,沢=澤,島=嶋=罵,雑=雑,
円=圓,回=廻,団=團,符 ・=賦=付,
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控=拍,之=の,受e請,指 上e差 上,
指紙=差 紙,書 簡=書 翰
2.3.5外字
古文書ではどうしても,避けて通れない文字に外
字がある.先 に述べたように,読 み,意 味は同じで
交換 して使用できる漢字もあるが,略 字,俗 字等で
あるため他の文字には置き換えられないものもある.
今回は1置 き換えの困難な3文字のみを外字 として
扱った.
入力はコー ド番号化 し◆で囲み,外 字を画像化す
ることの より,システム上で画像に置 き換えられ る
ようにした.外 字の画像 とヨミ,コー ド番号,そ し
てデータ入力例とその表示例を示 したものを図3に
示す.
外字 読み コー ド データベース入力例
(出力表示例)
6
曖
よ り 　001
あっかい ◆002◆
おろす 　003　
御役人◆001◆被仰出候御配賦留帳
(御役人6被仰出候御配賦留帳)
◆002◆ 二而相済シ申証文之事
(曖二而相済シ申証文之事)
持高◆003◆ シ米二付
(持高拝シ米二付)
図3シ ステムで用意 した3つ の外字
3.Webによる検 索シ ステ ムの実装
3.1設計方針
広 く一般 に公 開す るためにWorldWideWeb(WWW,
Web)を媒体 として選択 した.Webシ ステ ムは,情
報 を公 開す る場 としては最 も広 く一般的 に普及 した
ものである.Webを選択 す ることで,検 索イ ンタフ
ェー ス としてWebブ ラ ウザを用い るこ とができる.
また公 開側(サーバサイ ド)において も多 くのオー プ
ン ソースの ソフ トウェアを用 いるこ とで比較 的安価
にシステ ムを構築す るこ とができる利点 がある.本
システムは文書デー タベ ースを核 に,Webか らの検
索 を行 な う検 索インタフェー ス,デ ー タの表示 に際
して認証 を行 な う認証 システ ム,Windows環境 か ら
デー タの編集 を行 な う編集用イ ンタフェー スか ら構
成 した.
検索機能 はRelationalDatabaseManagementSystem
(RDBMS,関係デー タベース管理 システム)を導入
す るこ とで実現す る.デー タ規模(10000件以下)から
考 える とRDBMSを用 いる程 ではない.し か し,省
力化 ・開発 コス トを考慮Lて 、RDBMSを 利用す る
こ とによ り高度 で高品質 な(バ グの少 ない)検 索機
能 を,自 作す るこ とな く汎用 的な機 能に よって利用
で きるよ うになる.またRDBMS付 属 のODBC(Open
Data-BaseConnection)機能 を利用す る と,Excelのよ
うなアプ リケー シ ョンか らデータベ ース を利用す る
のが容易 になる.ODBCを 用い ることで,編 集 作業
で利用す るアプ リケーシ ョン群(マ イ クロ ソフ ト社
のOfficeなど)と の親 和性 も高ま り、アプ リケー シ
ョンか らの追加 ・削除 ・変更な どの更新作業 が容易
になる.シ ステ ムの概要 を図4に 示 す.
文書デー タベ ースにはオープ ンソー スデー タベ ー
スのPostgreSQLを用 いているエ7】.PostgreSQLは,
RDBMSの機 能 を提供す るツールで,RDBMSとして
利用す るこ とができ るソフ トウェア システ ムである.
検 索イ ン タ フ ェー ス はPHP(PHPisHypertext
Preprocessorの略記)を 用 いて実装 し【8],データベー
スへ の検 索処理 を行 なってい る.PHPは,Webの
CGIスク リプ ト言語 で,Webシステ ムで のプ ログラ
ミング環境 を提供 す る.認証 システム もこのPHPに
よって実装 してお り,デ ー タベース上 にあるユーザ
テー ブル を用 いて認 証が必要なデー タを閲覧 す る際
にログイ ンプ ロンプ トを表示 しログイ ンを促 す.
文書 デー タの編集 には,既 にふれ たよ うに,マ イ
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クロ ソフ トの スプ レ ッ ドシー トシステム(表 計算 ソ
フ ト)Excelおよび デー タベース システ ムAccessを
用いて行な った.編集 した 内容 をODBC経 由でデー
タベー スにア ップ ロー ドす る こ とでWebに よる公
開が 開始 できる.
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図4検 索システムの概要
3.2公開デー タ
今 回公 開す る小 島家文書 の資料 は,目 録デ ー タ と
文書画像 である.2.2節に示 した よ うに,目 録 デー タ
は6,196件,約570kBytes,ディジタル画像 デー タ
は52,889件,約2.4GBytesである.目 録デ ータは,
各文 書を,登 録番 号 とその枝番号 を用 いて識別 して
いる.文 書画 像は登録番号 をフォル ダ名 とす るフォ
ル ダに保持 され てお り,し た がって,画 像デ ー タは
階層化 され たフォル ダ(デ ィ レク トリ)に 格納 され
ている.目 録 デー タ と画像デー タは,そ のフォル ダ
へ のパ ス名 に よって関連付 け られ てい る.
目録 デー タの フォーマ ッ トを表1に 示す.こ の フ
ォー マ ッ トは,こ の分野 での業界標 準フォーマ ッ ト
が存在 しない こと,こ れ まで作成 してきたデー タ と
の互換性 な どを考慮 し,既 存 のデ ー タ形式 を継 承 し
つつ最低 限必 要な部分 のみ数値型 に設 定 して,定 義
した.そ れ以外で は,自 由度 と柔軟性 を考慮 して,
表1目 録データ形式
内容
分類
登録番号
枝番号
標題
内容
差出し人
宛先
年代(和 歴)
年代(西 暦)
形態
数量
備考
キーワー ド
データ型
text
integer
integer
text
text
text
text
text
text
text
text
text
text
Midifiers
notnull
notnull
notnull
日付型や数値型のような特別な型付けは行なわず,
テキス ト形式のフィール ドとしてある.
必須項目として,分類,登 録番号T形 態の3つ が
ある.分類は表2の 近世史分類にもとついて,当 該
文書がどこに分類 されるのを記録する項 目である.
登録番号は目録データの識別番号であり,これと枝
番号の組合せによって 目録データを一意に指定する
ことができる.形態 とは表3の 文書の形態を示す.
形態が 「袋」「包」などになっている文書はその中に
複数の文書を内包 していることがある.こ の時,内
包 されている文書の登録番号は内包 している文書の
登録番号 と同じ番号を用いる.そ してそれ らの文書
を識別するために固有の枝番号を割 り振る.枝番号
は内包 している文書を0ど し,内包 されている文書
には1以上の番号が割 り振 られる.これによって,
登録番号と枝番号の組み合わせによって,す べての
文書を指定す ることができる.
表2近 世史科分類一覧
支配 土地
村 戸 口
身分 治安
土木 ・普請 産業 ・職業
水産業 工鉱業
商業 ・売買 交通 ・運輸
宗教 習俗
医療 地誌
雑
貢租
町
凶荒 ・救位
農林業
金融 ・貸借
家
学芸
絵図
表3形 態一覧
横帳
仮綴
紙
手紙
書冊
書冊入
書籍
状
切続紙
続紙
大書冊
長帳仮綴
包
假書
仮冊
絵図
紙(仮綴)
手紙形式
書冊(仮綴)
書冊木版刷
小紙片
切継紙
折紙
袋
長帳
綴
包紙
假綴
仮書冊紙
刊本
紙(状)
書簡
書冊(袋 綴)
書状
小書冊
切紙
折帳
袋入
長帳 ・紙
板
木箱入
iss
3.3検索 システムのWeb実 装 上 の課 題
3.3.1外字 の扱 い
目録デー タ中に含 まれ ている図3の3文 字 の外字
は,こ の ままではクライ アン ト側(ユ ーザ が検索 に
利用す る端末)に フォン トデ ータがないの で表示す
るこ とが できない.ま た このままで はデー タベー ス
に入力す る ことも困難で ある.
そ こでまず,図3の デ ータベ ース入力例の よ うに、
デー タ中の外字部分 を 「<G:i>」の様 な形式 のタグに
書換 えるrた とえば外字番 号の1番 は 「<G:001>」,
2番 は 「<G:002>」とい った具合 であ る.次 にWeb
ブラ ウザ にフォン トの代 りに表示 す るための画像 を
配 置す る.今 回 は図3の3つ の外 字それ ぞれ に,
OOI.gif,oo2.gif,oo3.gifの3つの外字 を画像 と し
て準備 した.最 後に 目録 デー タをWebブ ラ ウザに表
示す る直前に,デ ータ中の外字 タグを、画像 を引用
す るためのIMGタ グに書換 える.例 えば 「<G:001>」
は 「〈IMGsrc="/path/to/001.gif'〉」 の様 に変換す る.
ブ ラウザ上で外字画像 のサイズ をフォ ン トのサイズ
に そ ろえ る た めにCSS(CascadingStyleSheets,
HTMLの レイア ウ トをCSSで記 述 して,HTMLペー
ジの検索性や互換性 の向上 をはか る)を用いてい る.
ブ ラ ウザ がCSSに 対応 して いな くて もあま り違 和
感 が ない よ うにす るた め,外 字画像のサイ ズは32×
32ピクセ ル程度 に抑 えてある.
3.3.2アクセス制 限
目録デー タの検索だ けな らば,利 用 者は 自由に利
用で きるこ とが,許 諾 され ている.し か し,デ ィジ
タル画像デー タ(文 書デー タ)は 公 開が制 限 され て
い る寄託文書 の複製で あるため,画 像 デー タの閲覧
を希望す る利用者 は,あ らか じめ利用者登録 を行 な
う必要 がある.登 録 され た利用者デ ータに よってユ
ーザテー ブル を構成す る.文 書画像 へのア クセス時
にはユーザ権 限をチ ェ ック し,必 要な場合 にはログ
イ ンプロンプ トを表示 してログイ ン を強制す る.こ
のこ とによ り,不 特定多数 の匿名 ユーザ に対す るデ
ー タの漏洩 防止 を実現 している。
3.3.3画像 デー タ
文書画像 は,上 記の理 由か ら,Webか ら直接 アク
セ スできる場所 には置 いていない.image-gw.phpと
い うスク リプ トを介 してアクセスす る.こ の スク リ
プ トは,ア クセス してきたユーザが システ ムにログ
イ ン しているかチェ ック した後,ロ グイ ン していれ
ば要求 され た画像 の内容 を返すス ク リプ トである.
このためWebペ ー ジの ソース には画 像に直接つ な
がるURLで はな くimage-gw.phpへのURLし か残 さ
ないため,画 像デー タが不正に ダ ウン ロー ドされ る
可能性 を少 な くして いる.
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画像 をク リック して拡大表示す る機能 を,IMGタ
グのwidth,hig山属性 を用 いて実現 した.元 のサイ
ズの300%に拡 大表示 され る.
3.4小島家文書 検索 システ ムの機 能
イ ンタネ ッ トで公 開 してい る小島家文書検索 シス
テムの トップペー ジは,図 書館 のホー ムペー ジか ら
リンク している.大 学のホー ムペ ー ジか ら図書館 の
ホー ムペー ジに入 り,「小 島家文 書デー タベー ス」を
選択 す る と、図5の よ うなペ ージが表示 され る。
?
図5検 索 シ ス テ ム の ホ ー ムペ._._ジ
3.4.1システ ムの利用 ガイ ド
この検 索システムには,検 索 システ ムの簡 単な利
用 ガイ ドとともに,「小 島家 文書:取 扱規則」を掲載
して ある.さ らに,各 種 「許 可願 」 はPDFファイル
として ダ ウン ロー ドできる よ うに してあ る.
3.4.2目録検 索機 能
「標題1内容 」,「差 出人」,「宛 人」な どのテ キス 、ト
フ ィール ドにキー ワ,_._ドを入力ず るこ とで,そ の項
目に対 して部分一 致検 索 をす るこ とが でき る.「全
体」 のテキス トフィール ドに キー ワー ドを入力す る
と,目 録デ._._タ全 ての項 目に対 して,部 分一 致検 索
が行 なわれ る.「分類 」にはプル ダ ウンメニューを設
定 して あ り,表2の 分類一覧か ら検 索対象 の分類 を
絞 るこ とができ る.「登録番 号」を直接入力 して 当該
の 目録 デー タを直接 に指 定す るこ とが可能であ る.
キー ワー ド検索において は,新 旧の漢字の違い を
無視 して検索す るこ とが可能 である.こ れはあ らか
じめ登 録 され た漢字 グルー プに含 まれ る文字が入力
され ると,そ の グルー プ全体 を検索 文字列に加 える
こ とで実現 してい る.た とえば 「符,賦,付 」の3
文字 は同意文字で ある.入 力 され た検索文字列 「だ
れ それ 付」は,こ の 「付」が漢 字 グルー プ 「符,賦,
付 」に含 まれ ているので,「付 」の代わ りに,「だれ
それ(符1賦1付)」 と書 き換 える.こ の 「(符1賦[
付)」は,「符 」 「賦 」 「付 」の どれ ともマ ッチす る(一
致す る)記 号列 を表す.つ ま り,「だれそれ(符1賦
1付)」は 「だれそれ符 」,「だれそれ賦」,「だれ それ
付」 の どれ ともマ ッチす るか ら,検 索文字列 「だれ
それ付 」に よって,「だれそれ符」や 「だれ それ賦 」
も検 索 され る ことに なる.
3.4.3データー覧表 示機能
目録 検索の結果 、該 当 した 目録デー タを、図6の
よ うな画面で、一覧表示す る.表 示項 目は,そ れ ぞ
れ の 目録 について,分 類,登 録番 号,標 題,内 容,
差 出人,宛 人,和 暦,西 暦 形態,数 量,画 像 の有
無 な どを表 示す る.目 録検索で,形 態 の項 目に袋 入
としク リックすれ ば,袋 の中の 目録一覧 が表示 で き
るよ うに考慮 した.
一覧 表示 の画面 では,登 録番号の部分 はその 目録
デー タの詳 細表示へ の リンクになってお り,そ の部
分 をク リックす る と,目 録の詳細 を表示 ・確認 す る
こ とがで きる.画 像 の欄 にはその文書 に関す る画像
の数 が表 示 して あ り,画 像が ある ときには,登 録番
号 と同様 にその部分 が画像表示へ の リンクになって
いるか ら,そ こをク リックす る とそ の文書 に関す る
画像 を表示す る ことがで きる.
?
?
、??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
、?、
???
?
?㍗、。。
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??????
?
?
?
?
?
??
図6-一 覧表示 画面
3.4.4データ詳細 表示
一覧表示 で選択 された1件 の 目録 デー タに関 して,
1画 面全体 を使 って詳細なデ ータを表示 す ることが
でき るよ うになってい るが,現 時 点ではデー タベー
スの作成 の都合上,一 覧表示部分 で表示 されてい る
内容 と同 じである.選 択 され た文書 が文書 を内包 し
てい る場合 には形態 の項 目の内容 が,そ れ らの文書
の詳細表示へ の リンクになってい る.こ の部分 をク
リックす る と,内 包 されてい る全ての文書の詳細 を
表示で きる.
3.4.5画像表示.
デ ィジタル画像 デー タへのア クセス には,ユ ーザ
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認証 を行 な うので,シ ステムにログイ ンの必要が あ
る.こ れ らの画像 は3.3.2節で説明 したよ うに,Web
か ら直接ア クセ スで きる場所 には置かず,画 像デ ー
タが不正 にダ ウンロー ドされ るこ とを防 ぐ手 立てを
取っている.
画像 は,ク リックす る と,元 サイズの300%に拡
大表示す るこ とができ る.元 に戻す には,も う一 度
画像 をク リックす る.
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図7デ ィジタル画像データ(文書データ)
(小島武郎氏寄託、福井大学附属図書館所蔵)
4.記録保存公開のシステム化について
り研究者に公開するシステムを開発す る.これが,
小島家文書データベースシステムの開発の目標であ
り,それ を通 して し,「大学から国民への学術情報
の発信」をするとい う大学図書館の目的を実現す る,
とい うのが本計画の意図であった.
国立大学の古文書公開事例 としては数多くあ り,
北信越地区では,富 山大学附属図書館特殊 コレクシ
ョン【9】の中の 「川合文書」,「菊池文書」,新潟大学附
図書館貴資料デー タベース岡等があるが,すべて自
館所蔵文書を対象 としたデータベース化である.本
報告で紹介したような寄託文書のデータベース化 と
公開を試みたのは,本学附属図書館が初めてである.
寄託者の許諾を得て,公 開したことに大きな意義が
あると考える.
本年4月 の公開から8月8日 までの利用状況をま
とめておく.画像アクセス許可登録は,学 内4件,
学外3件 である.学外からの登録者の うち2件 は県
外か らである.検索システムへのアクセス状況は,
次のようになっている.
目録検索
目録詳細閲覧
画像閲覧
学内86件
学外304件
学内269件
学外244件
学内214件 、
学外74件
検索は,目録詳細閲覧までは自由である.学外か
らは,登録者が少ない割に画像閲覧もかなり行われ
ていることが分る.
小島家文書は寄託文書である.所蔵文書ではなく
寄託文書の扱いについては,細 かい配慮が必要であ
る.寄託については,民 法 第11節寄託 第662条に,
寄託者の返還請求権 として,「 当事者力寄託物返還
ノ時期ヲ定メタル トキ ト錐モ寄託者ハ何時ニテモ其
返還ヲ請求スル コ トヲ得 」とある.つ まり,寄託
者の意向で,い つでも返還請求できることになって
いる.小 島家文書は,せ っかくの貴重な古文書であ
るから,このような返還請求が出されないように配
慮 しつつ,よ り多くの人に知ってもらい,研 究に教
育に利用することに努める必要がある.こ のことが
「地元である福井にあってこそより生きた史料 とな
りうる」とされた寄託者の意思にも沿 うことにもな
る.こ のため,小 島家文書全点の記録 として目録の
データベース化,保 存 ・利用のためのマイクロフィ
ルム化を計画 し,さ らに,電子化(デ ィジタル画像
化)す ることによって,目 録 とともに検索利用でき
るデータベースシステムを構築す ることとした.そ
して,自 由な利用をはかるため,イ ンタネッ トによ
5.ま とめ と今 後 の展 望
本稿 では,福 井大学 図書館 に寄託 されてい る小島
家文書 のシステ ム化 とイ ンタネ ッ トに よる公開 につ
いて論 じた.膨 大 な小 島家文書の 目録デー タを作成
し,す べ ての原史料 をマイ クロフ ィル ムに保存 し,
さらにデ ィジタル画像化 した.目 録デー タを統一 し
た形式 にま とめ,デ ー タベ ース化 し,Webべ一 スの
検 索システムを開発 ・稼働 させた.マ イ ク ロフィル
ム画像 をディジタル画像 化 し,目 録デー タベー ス と
リンクす るこ とに よ り表 示 して,原 史料 の画像 を閲
覧できる ようになってい る.こ れ らの検索 システム
は,イ ンタネ ッ トで利 用で きるが,パ ス ワー ドの発
行 に より,認 証 をお こなって いる.目 録デ ー タベー
スや システムの構 築や機 能 につ いて技術 的な記 述 を
した.最 後に,こ の システ ムの利用状 況について も
ま とめた.
今 後,デ ー タベー スの項 目を増加 させ,さ らに詳
細な検索ができる よ うにこのシステムを整備 す る必
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要が ある.ま た,こ の よ うなシステ ムの枠組み は,
今 後の図書館 にお け るデー タベ,_._スシ テ ムの一 つ
のモデル とな ると考 え られ るため,新 たなデー タベ
ースシステ ムの開発 を検討 してい る.
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